
合自
意然
形公
成園
計
画
の
主
列ミ

案
作
成
と

一、
は
じ
め
に

近
年
、
国
立
公
園
を
含
め
、
新
し
い

自
然
公
園
の
誕
生
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
は
①
平
成
二

一年
度
の
自
然
公
園

法
改
正
に
よ
る
海
域
公
園
地
区
制
度
の

創
設
、
②
平
成
一

三

年
度
の

「生
物
多

様
性
条
約
第
一
O
回
締
約
国
会
議
（
C
O

p
m）」
に
お
け
る
保
護
地
区
を
拡
張
す

る
と
い
う
愛
知
目
標
の
採
択
、
③
平
成

一
三
年
度
の
国
立
・
固
定
公
園
総
点
検

事
業
、
と
い
っ
た
背
景
に
基
づ
き
、
国
・

地
方
自
治
体
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

弊
社
で
は
、
平
成

二
二
年
ご
ろ
か
ら

関
西
圏
の
丹
後
天
橋
立
大
江
山
固
定
公

園
等
の
新
規
指
定
、
和
歌
山
県
立
自
然

公
園
の
総
点
検
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園

の
拡
張
業
務
に
お
け
る
自
然
公
園
計
画

の
素
案
作
成
に
関
わ
る
業
務
を
行
っ
て 株

式
会
社
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス

山

内

昌

之

き
た
。
本
稿
で
は
自
然
公
園
計
画
の
立

案
に
は
欠
か
せ
な
い
地
元
住
民
や
関
係

行
政
機
関
と
の

「合
意
形
成
」
の
関
わ

り
の
一
部
と
精
度
の
高
い
自
然
公
園
計

画
図
の
作
成
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一一、
合
意
形
成
の
重
要
性

日
本
の
自
然
公
園
は
地
域
制
公
園
で
、

自
然
公
園
の
指
定
に
よ
っ
て
、
地
域
の

保
護
や
利
活
用
の
促
進
が
見
込
ま
れ
る

が
、
あ
る

一
定
の
規
制
も
発
生
す
る
。

い
ざ
地
元
住
民
に
こ
の
こ
と
を
説
明
す

る
と
、
自
然
公
園
の
目
的
や
規
制
の
理

解
度
が
不
十
分
で
、
指
定
の
協
力
反
対

に
直
面
す
る
。

そ
こ
で
、
地
元
住
民
や
関
係
行
政
機

関
と
の
合
意
を
得
る
べ
く
協
議
を
進
め

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
有

効
と
思
わ
れ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

三
、
地
元
合
意
を
得
る
た
め
の
有

効
な
取
り
組
み
事
例
の
紹
介

－
自
然
・
歴
史
文
化
的
資
源
収
集
と
景

観
核
心
地
の
現
地
確
認
調
査

立
案
し
た
公
園
計
画
を
地
元
住
民
や

関
係
行
政
機
関
に
合
意
し
て
も
ら
う
に

は
、
科
学
的
な
資
源
等
の
情
報
の
提
示

が
重
要
で
あ
る
。
（

G
I
S
の
活
用
は

さ
ら
に
有
効
）
。
ま
ず
地
元
に
は
い
つ

も
見
る
景
観
で
あ
っ
て
も
、
地
域
を
代

表
す
る
優
れ
た
景
観
で
あ
る
こ
と
や
地

域
を
継
承
し
て
き
た
歴
史
文
化
的
資
源

が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
て
み
せ

る
。
そ
の
上
で
地
元
住
民
や
地
元
自
治

体
に
そ
の
重
要
性
に
気
付
い
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
第

一
歩
が
始
ま
る
。

そ
の
情
報
を
提
示
す
る
に
は
、
広
域

な
自
然
公
園
区
域
を
指
定
す
る
に
当
た

り
、
根
拠
と
な
る
自
然
・
歴
史
文
化
的

資
源
情
報
を
面
的
と
景
観
核
心
地
的
に

収
集
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
面
的

情
報
と
し
て
は
近
年
、
環
境
省
生
物
多

様
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
発
行
す
る
電
子

化
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
、
植
生
図
な
ど

広
域
的
な
自
然
情
報
は
収
集
し
や
す
く

な
っ
た
。
一
方
、
景
観
核
心
地
的
情
報

と
し
て
は
、
限
定
し
た
資
源
情
報
が
ほ

と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
か
、
あ
っ
て
も

非
常
に
古
い
こ
と
が
多
く
、
間
違
っ
た

判
断
を
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
景
観
核
心

地
域
内
の
動
植
物
や
地
形
等
の
詳
細
調

査
を
実
施
し
、
最
新
の
情
報
に
更
新
す

る
必
要
が
あ
る
。
予
算
は
少
し
か
か
る

も
の
の
、
調
査
結
果
は
そ
の
地
域
が
景

観
核
心
地
域
た
る
根
拠

（
重
要
種
や
特

殊
地
形
な
ど
）
と
な
る
だ
け
で
な
く、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
の
解
説
資
料
、
写
真

掲
載
、
指
定
植
物
の
選
定
理
由
資
料
お

よ
び
園
地
や
歩
道
等
の
施
設
計
画
立
案

時
の
参
考
資
料
と
し
て
も
役
に
立
つ
。

十
分
な
現
地
調
査
が
実
施
で
き
な
い

場
合
は
、
地
元
の
自
然
系
の
有
識
者

（
中
・
高
等
学
校
の
理
科
等
の
先
生
は
、

地
元
の
自
然
情
報
を
も
っ
て
い
る
）
か

ら
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
で
補
足
し
た
0

．
地
元
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
よ

る
ロ
ー
カ
ル
情
報
の
収
集
と
連
携
強
化

前
述
の
よ
う
に
文
献
調
査
や
詳
細
現

地
調
査
を
実
施
し
て
も
、
地
域
の
生
業

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
歴
史
文
化

的
景
観
や
地
域
特
有
の
景
観
の
重
要
性

に
は
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
地
元
住
民
、

地
元
自
治
体
、
専
門
家
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ロ

ー
カ
ル
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
あ
ら
か
じ
め

No.753/MAY.20 l 7 27国立公園



こ
ち
ら
で
用
意
し
た
資
源
情
報
図
の
上

に
、
地
元
住
民
等
に
ロ
ー
カ
ル
な
資
源

情
報
を
載
せ
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た

資
源
情
報
図
を
完
成
さ
せ
、
公
園
計
画

立
案
の
基
礎
資
料
と
し
た
。

ま
た
、

「自
然
公
園
は
指
定
に
よ
り

も
そ
の
後
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
、

指
定
後
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
」
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
回
数
を
重
ね
て
い
く
上
で
、

今
後
の
自
然
公
園
の
管
理
運
営
方
法
に

つ
い
て
も
議
論
し
た
。

今
回
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

広
域
な
公
園
区
域
の
指
定
を
目
指
す
こ

と
か
ら
、
そ
の
地
域
ご
と
の
関
係
者
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
と
地
域
が
つ
な
が
り
、
地
域
間
の

連
携
強
化
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
地
元
住
民
と

地
元
自
治
体
、
地
域
と
地
域
の
つ
な
が

り
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

四

G
I
S
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
よ
る
精
度
の
高
い
自
然

公
園
計
画
図
の
作
成

自
然
公
園
の
指
定
は
手
続
き
上
、
地

元
市
町
、
関
係
行
政
機
関
と
の
協
議
を

行
い
、
同
意
を
得
て
指
定
と
な
る
。
こ

の
た
め
、
地
元
市
町
、
関
係
行
政
機
関

が
管
轄
す
る
区
域
と
自
然
公
園
区
域
と

の
重
複
状
況
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
そ
の
際
必
要
に
応
じ
、
自
然
公

園
計
画
図
に
は
そ
の
精
度
（
特
に
境
界

線
）
が
求
め
ら
れ
、
五
千
分
の

一
ス
ケ

ー
ル
で
の
対
応
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
地
元
住
民
の
所
有
地
が
公
園

区
域
内
か
外
か
等
に
つ
い
て
、
確
認
の

問
い
合
わ
せ
は
必
ず
行
わ
れ
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、

G
I
Sシ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
精
度
の
高
い
自
然
公

園
計
画
図
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
き
る
。

弊
社
で
は
、

G
I
S
シ
ス
テ
ム
上
で

公
園
区
域
等
を
ポ
リ
ゴ
ン
、
ラ
イ
ン
、

ポ
イ
ン
ト
デ
l
タ
と
し
、
こ
れ
を
上
手

く
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
仕
組
み
を
考

案
し
、
精
度
の
高
い
公
園
計
画
図
を
作

成
し
た
。
ま
た
、
入
手
し
た
資
源
情
報

や
権
利
制
限
情
報
等
は
す
べ
て
レ
イ
ヤ

ー
化
し
、

G
I
S
シ
ス
テ
ム
上
で

二
冗

管
理
し
た
。
こ
の

G
I
S
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
り
、
対
応
は
迅
速
化
し
、
精

度
不
足
に
よ
る
混
乱
は
減
少
し
た
。
ま

た、

G
I
S
シ
ス
テ
ム
上
で
作
成
し
た

公
園
区
域
等
デ
l
タ
は
自
然
保
護
官
が

日
々
行
う
許
認
可
等
の
補
助
ツ

l
ル
と

し
て
も
有
効
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

五

今
後
に
つ
い
て

自
然
公
園
の
指
定
は
、
起
案
か
ら
指

定
ま
で
多
く
の
協
議
機
関
が
関
わ
る
た

め
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
、
地
元
住
民

な
ど
の

「想
い
」
を
組
み
込
む
と
、
起

案
か
ら
指
定
ま
で
弊
社
が
作
成
・
修
正

し
た
公
園
計
画
図
面
は
数
え
切
れ
な
い

枚
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
元
住
民
、

地
元
自
治
体
、
環
境
省
と
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
協
力
し
て
完
成
さ
せ
た
公
園
計

画
図
を
見
直
す
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
。
今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
他

地
域
の
自
然
公
園
計
画
に
参
画
し
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

江須崎吉野熊野国立公園拡張域ワークショップ開イ崖

山
内
昌
之
・
や
ま
う
ち
ま
さ
ゆ
き

（株）

環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス
環
境
部
自
然
環

境
グ
ル
ー
プ
。
大
阪
生
ま
れ
。

大
阪
府
立
大
学
農
学
部
造
園
学
専
攻

（会
社
概
要
）

環
境
評
価
事
業
、
環
境
共
生
事
業
の
ほ
か
土

木
、
建
築
、
研
究
開
発
事
業
を
行
う
総
合
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
。
そ
の
う
ち
環
境
部
自

然
環
境
グ
ル
ー
プ
は
、
自
然
再
生
調
査
、
猛

禽
類
調
査
を
含
む
、
動
植
物
調
査
や
自
然
環

境
保
全
の
企
画
・
計
画
立
案
を
得
意
と
す
る
。
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